
 
 
 
 
 
入学式での生徒会長の祝辞 

 春風の心地よい季節になりました。本日、小海中学校にご入学おめでとうございま
す。私たち在校生一同は皆さんの入学を楽しみにしていました。今、みなさんは期待
と不安でいっぱいのことと思います。中学校の勉強についていくことはできるだろ
うか、他の学校の人とは仲良くすることができるかどうか、など沢山の不安を抱えて
いると思います。しかし、私がこの学校に来たとき、他の学校から来た人と友達にな
なり、毎日学校に行くのが楽しみになりました。また、先輩方や先生方に中学校につ
いて教えていただきすぐに中学校に慣れることができました。なので、みなさんもま
ずは隣の人に話しかけてみて下さい。そこから会話が広がっていくと思います。小学
校と中学校の違いの１つに中学校には定期テス
トというものがあります。テストに対して不安
を抱えている人も多いのではないでしょうか。
小海中学校にはテストや日々の学習の定着に向
けての時間が確保されているので安心して下さ
い。また、苦手な教科の予習や復習、得意な教科
を更に学べる時間があります。これらの時間を
利用して、自分のための学習を進めていきまし
ょう。 

中学校で皆さんが楽しみにしていることは沢
山あると思います。その中でも多くの人が楽し
みにしているのは部活動ではないでしょうか。
部活動では、同じ目標に向かい、技術、人間性を高め合うことができます。その中で、
先輩と出会い、大会に向かい切磋琢磨していきましょう。３年間の中で部活動が出来
る期間は約２年間です。長いように感じますが、時間はあっという間に過ぎてしまい
ます。日々の練習に向上心を持ち、取り組んでいけば、きっと部の仲間と大きな絆が
築けると思います。部活動に入ったり、良い結果が出せたりするように全力で楽しみ
ましょう。 

また、中学校では地域巡りや、文化祭、クラスマッチなど様々な行事があります。
小海中学校の文化祭「清流祭」は、みなさん生徒会員とともに作り上げていく行事で
す。準備期間はいろいろな委員会が協力し合いたくさんの人との交流の場ともなり
ます。だからこそ、記憶に濃く残るような行事になると思います。 

最後になりましたが、この小海中学校でたくさんの驚き、発見、楽しさとともに多
くの困難もあると思います。しかし、どんなことも全力で挑戦しましょう。うまくい
かなかったら私たちを頼り、なんでも相談して下さい。さらに、周りの友達や先輩、
先生方にも助けを求めてください。誰に相談しても親身に皆さんの相談を受けてく
れます。また、もしも自分が相談されたときは、話しを聞いてあげて下さい。そうす
れば学校全体が仲間としての団結力をより高めることができると思います。この中
学校で、失敗と成功を繰り返しながら、三年間を充実したものにしてください。これ
からみなさんと過ごす中学校生活を楽しみにしています。令和６年度の小海中学校
をみなで創り上げていきましょう。 
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小海中学校ホームページ＜http://www.koumi-jhs.ed.jp/＞からもご覧いただけます。 

新入生３８名を迎えて、令和６年度がスタートしました 



 新入生代表挨拶 
 暖かい春の風と共に私たち新入生３８名は新しい制服に身を包み、この小海中学
校の新１年生となります。 
 これから始まる中学校生活では、小学校より難し
くなる勉強や部活動が始まります。どちらも集中し
て取り組み、日々の努力を大切にしていきたいと思
います。 
 そして今日は各小学校から集まった、新しい友達
との出会いの日でもあります。コミュニケーション
と思いやりの気持ちを忘れず、協力し合い友達との
仲を深めていきたいです。 
 先生方、先輩方、どうぞ私たち新入生３８名をよ
ろしくお願いします。今日は私たちのためにこのよ
うな素晴らしい入学式を開いてくださり本当にありがとうございました。 
                     令和６年 ４月４日 新入生代表 
 
 

 
 
 
 

３８名の新入生を迎えましたが、８名の新しい職員も迎えました。令和６年度は２９
名の教職員となります。 
 
 

４月３日（水）入学式、始業式の前日、養護教諭が講師となっ
て、アレルギー対策の研修を全職員で行いました。初期対応
の重要性やエピペンの使い方等を学びました。知識としては
分かっていることでも、いざその場面で対応できるか。本番
さながらの意識でおこないました。 
 
 

 
 
 
 

４月８日（月）いよいよ始まる授業にむけて、研究主任か
ら全校にお話がありました。 
 これから求められる力は、他者と力を合わせてより良いも
のを創る力です。よく考えて適切に判断する力。新しいアイデ
アを生み出す力も大切です。これからの時代を生きる力を身につけるために、基礎的な知
識技能や自ら考え判断し表現する力や自ら学習に取り組む力をつけていくことが必要に
なります。学校の教育目標は自学自習です。自学自習とは自分の学ぶこと・学び方を自分
で決めるということです。４月１６日（火）から始まる毎週火曜日金曜日の朝の自学自習、
テスト前の自学自習、火曜日放課後の自学自習、自学自習はいろいろな場面で行うこと
ができます。家庭学習も自学自習の絶好のチャンスです。自ら進んで取り組むことが鍵と
なってきます。「自ら学ぶ」力をつけるために、「毎日提出」の課題は出しません。これは全
教科共通です。自分で学習内容や量を決めるということは、「自分に今何が必要か」を考
える力が試されているということです。家庭学習も計画的に進めていきましょう。 

という内容でした。自分で自分のやるべきことを考えて、それにチャレンジする。
これを繰り返せば、きっと学力は飛躍的に向上するでしょう。今後が楽しみになりま
した。  

新しく８名の職員を迎えました 

職員全員でアレルギー対策の研修を行いました 

学力向上 



 
 
 
 

４月５日（金）の放課後、生徒の学力向上のための職員研修を行い
ました。授業の基本的な進め方などを、ベテラン教師も若手教師も一
緒になって再度学び直しました。タブレットを使って学ぶキュビナというＡＩ教材
の使い方についても研修をおこないました。よりよい授業をつくるために、教師も学
んでいます。 
 
 

 
 
 
 

４月１１日（木）に３年生は身体測定を行いました。身長
と体重、そして視力検査と聴力検査も行いました。３年生た
ちの関心はやはり身長のようです。「やった、前回より○cm
伸びた」「だめだ、ぜんぜん伸びてない」などいろいろな声が聞こえました。１・２
年生は３年生が修学旅行へ行っている２３日・２４日に行います。 

 
 

 
 
 
 

５月１０日（金）に授業参観があります。 
授業は１３：４５～１４：３５までで今回は担任の授業になります。地域の方のご

参観もお待ちいたしております。終日参観可能ですのでご都合の良い時間にご来校
ください。 
 
 

令和 6 年度 グランドデザイン 

生徒の学力向上のために研修を行いました 

身体測定がありました 

授業参観があります 

令和６年度　小海町北相木村南相木村中学校組合立小海中学校　グランドデザイン

学校教育目標 「自学自習」 「思いやりの心」

めざす姿 ○自ら学び、共に学ぶ生徒
○安心して生活できる学校をつくる生徒
○地域に目を向け、探究できる生徒

≪重点的な取り組み≫ 生徒

令和６年度生徒会スローガン

「飛躍」
～仲間とともに

大きく進歩しよう～

１１３人が輝ける生徒会
一人一人の小さな進歩が
小海中学校の大きな飛躍に

自律と協力ができる小海中学校へ
和気あいあいとする小海中学校へ
エネルギーあふれる小海中学校へ

～地域との連携～

「地域を知り 地域のためにできることを考えよう」

教科学習・清流の時間・生徒会活動等で、地域の方との交流や対話により、

ふるさとに学ぶ機会を大切にします。
○アルミ缶収集、地域施設との交流、職業体験学習の充実

○地域講師を活用した授業

○地域巡り学習、トレッキング等の校外学習、修学旅行

○保小中高の連携

○小海町高原美術館と連携した授業や活動
○学校運営委員会〈コミュニティスクール〉での情報共有

～豊かな人間関係～

「いっぱい話そう 学校を楽しもう」

学級活動・生徒会活動・部活動等で、生徒同士の対話による心が通い合う場

を工夫します。
○生徒集会、全校レク、音楽集会、部活動ミーティング等

○小６中学体験、行事への招待

○アセス調査 アンケート・相談箱等を活用した教育相談

○全職員による道徳

○日常的な人権教育の充実と人権旬間の実施
○南佐久部活動地域移行での活動

～確かな学力～

「自ら学ぼう 共に学ぼう」

生徒同士が必要感のある対話を通して、思考力・判断力・表現力を高めてい

く授業をめざします。
○授業改善の日常化

（学習の手引き・評価研究、ＮＲＴ・ＮＩＮＯの活用）

○ＩＣＴ・クラウド教材・デジタル教科書活用

○職員研修の充実

○学力向上委員会の活性化
○「自学自習」の時間の充実、基礎学力の向上

○中学校区３小学校・保育園、南佐久小中高との連携

１ 問いのある活動

『疑問や課題をもとに自分の考えを巡らせる時間を作ります』

２ アウトプットのある活動

『自分の考えをもとに「書く」「対話する」「発信する」などの

アウトプットの機会を充実させます』

３ お互いを尊重し合う環境

『全職員で全生徒の成長をサポートします』

４ 探究のある活動

『清流の時間を中心に探究的な活動を実施します』

生徒学校

地域 ひと 全校生徒１１３名 もの 豊かな自然（千曲川 八ヶ岳） こと 小海町、北相木村、南相木村の組合立

組合教委による学校職員の加配 標高８８０ｍ 全学年２学級の少人数編制

協力意識の高い保護者 小海高原美術館などの地域施設 部活動の地域移行

学校を支えてくださる地域の方々 ＪＲ小海線、国道141号線、中部横断自動車道 充実のＩＣＴ環境等の教育施設


